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研究成果の概要（和文）：日本の大きなジェンダー格差が維持されるのはなぜなのか。本研究では，低地位にあ
る女性が現状のジェンダーによる役割分担を肯定することで，「自分は女性であるがゆえに優遇されている」と
いう認識が生じ，その結果，高い幸福感を得ているという心理学的なメカニズムを見出した。そして，現状肯定
は，女性の身近にある差別的な言動を好意的に解釈するように歪めさせる働きをすることを見出した。また，ジ
ェンダー格差の維持に関与するものとして，組織に少数の女性がいるだけでジェンダー平等が達成されていると
いう認識が生じることや，差別をアンコンシャスバイアスに帰属することで責任を軽く認識することなどを見出
した。

研究成果の概要（英文）：Why does Japan's large gender gap persist? In this study, we found a 
psychological mechanism by which women (the disadvantaged) legitimize the status quo of gender 
relations, leading to the perception that they are privileged because they are women, and 
consequently to a high sense of well-being. We also found that legitimation of the status quo has 
the effect of distorting women's interpretation of discrimination against themselves and their 
actions in a favorable way. We also found that gender inequalities are perpetuated in two ways: the 
mere presence of a small number of women in an organization creates the perception that gender 
equality has been achieved, and attributing discrimination to unconscious bias leads to a lower 
perception of responsibility.

研究分野： 社会心理学

キーワード： ジェンダー　システム正当化　ジェンダー格差　女性のキャリア行動　緩和機能

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の大きなジェンダー格差に関わる要因について，心理学ではこれまであまり検討されてこなかった。本研究
では，女性がジェンダー格差を受容するのはなぜなのかを中心に検討し，その心理学的なメカニズムの解明を目
指したものである。検討の結果，格差の維持に関与する心理学的要因について有益な示唆が複数得られた。これ
らは日本においてジェンダー格差を縮小させるための手がかりとなるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）  
 
１．研究開始当初の背景 

女性の活用がうたわれ続けている日本だが，各種の統計指標からは，他の先進国に比べジェンダー
格差が依然として大きいことが示されている。特に経済面でのジェンダー格差が大きく，例えば，世界経
済フォーラムが毎年公表しているジェンダーギャップ指数では，日本が政治と経済面で大きなジェンダ
ー格差を抱えていることが報告されている。こうしたジェンダー格差について，経済学や社会学の分野
では，日本の雇用慣行やワーク・ライフ・バランス施策などの視点から問題の所在や解決案などが論じら
れている。しかし，ジェンダー格差が維持され，なかなか縮小しない原因を論じるには，組織や経済の
構造だけではなく，人々が現状の変革を嫌い，格差を肯定する傾向をもつという心理学的要因を考える
必要がある。 
この問題について，我々はシステム正当化理論 (system justification theory; Jost & Banaji, 1994) 

に依拠した検討を行ってきた。システム正当化理論とは，社会心理学の立場から，なぜ格差が維
持され続けるのかを説明する理論の一つであり，人々は現状維持を望んでおり，時に個人や内集
団の利益を犠牲にしても，既存のシステムを正統なものとみなす傾向を持っていると主張する
ものである。この理論の大きな特徴は，格差の下にいる低地位者が高地位者と同程度あるいは高
地位者以上に現状肯定をすると主張するところにある。 
我々は 2018 年頃より，この理論を用いて，ジェンダー格差維持の心理学的メカニズムを検討

してきた。本課題の開始時点（2021 年）で見出していたのは，以下の通りである。(1)日本では
男性の方が女性よりもジェンダー・システム（例：社会の秩序や活性化における性別分業の必要
性）の正当化（以下，GSJ）が強いが，(2)女性だけに限ると，低年収の女性は高年収の女性より
も，また，(3)結婚出産後に退職した女性は就労継続した女性よりも，GSJ が強いこと，そして，
(4)男性の場合には，システム正当化と幸福感は関係しないが，女性ではシステム正当化が強い
ほど主観的幸福感（人生満足度）が高いことである（e.g., 森永他，2020）。(4)のようにシステム
正当化によって主観的幸福感が高くなることをシステム正当化の緩和機能と呼ぶ（e.g., Jost & 
Hunyady, 2003）。 
このように，ジェンダー格差が維持される心理的基盤として GSJ があること，そこに女性の

キャリア行動が関わっていることを示してきたが，格差を縮小するためには GSJ の機能につい
てさらに詳細に検討する必要がある。本課題期間中に検討を行ったのは，主に，なぜ GSJ によ
って女性の主観的幸福感が高くなるのかという GSJ の緩和機能のメカニズムである。さらに，
本課題を実施する中で見出したジェンダー格差維持に関連するいくつかの心理的過程について
も検討を行った。 

 
２．研究の目的 
 以上のような背景をもとに，本研究では主に以下の点を検討することを目的とした。 
(1) GSJ の緩和機能の生起メカニズムに関する検討 
欧米で行われたシステム正当化の緩和機能の研究では，自分は民族差別やジェンダー差別を

受けていないという個人的差別認識が弱いほど幸福感が高いことが示されている（e.g., 
Bahamondes et al., 2019）。本課題でもこうした欧米での研究をもとに「私はジェンダー差別を受
けていない」という個人的差別認識の低さが GSJ と女性の幸福感の関連を媒介しているという
仮説（図 1 参照）をたて，これを検討することを目的とした。 

 
(2)ジェンダー格差維持に関与する心理学的要因に関する検討 

GSJ は既存のジェンダー役割を肯定する態度を直接的に捉える指標である。しかし，ジェンダ
ー格差維持に関与する心理学的要因は GSJ のみではない。既存の社会のあり方を肯定する大義
のシステム正当化イデオロギーには，メリトクラシーや保守主義などの信念が含まれている
（Jost, 2020）。上記の(1)の目的を検討する中で見出した，ジェンダー格差維持に関与すると考え
られる 3 つの信念についての検討も目的として加えた。これらは，女性のキャリア行動と関連す
るトークニズム，メリトクラシー，好意的性差別主義である。また，差別を許容する傾向と結び
つき，格差維持に関与するアンコンシャスバイアスについての検討も行った。 

 
３．研究の方法 
全研究を通じて主に以下の 2 つの方法を用いた。 

(1)調査的方法：研究の目的に沿って，学生や一般成人に必要な測度への回答を求め，それらの測
度間の関係を検討した。調査は主にリサーチ会社への依頼やクラウドソーシング上での協力者
募集によりオンライン上で行ったが，一部，大学の講義の履修者に協力を求めるものもあった。 
(2)実験的方法：実験操作により，参加者を何らかの状態におき，その後に従属変数を測定し，条
件間の差異を検討した。主に学生を対象に実施した。 
 
４．研究成果 
(1)GSJ の緩和機能の生起メカニズムに関する検討 
個人的差別認識の低さが GSJ と女性の幸福感の関連を媒介しているという仮説（図 1 参照）



について，3 つの研究（研究 1〜3）に
より検討した。その際，「私は性別の
おかげで優遇されている」という個人
的優遇認識も媒介変数として加えた。
また，個人が受けている差別や優遇の
認識だけでなく，女性集団あるいは男
性集団が受けている差別や優遇の認
識についても検討した。さらに，研究
1~3 の検討から，GSJ が社会的事象の
認識を歪めるレンズの働き（ e.g., 
Major et al., 2002）をしていることが示
唆されたので，これに関する検討を追
加した（研究 4）。 
研究1〜3を通して，差別認識がGSJ

と人生満足度の関連を媒介するとい
う仮説は支持されず，「私は性別のお
かげで優遇されている」という個人的優遇認識が両者の関係を媒介していることが一貫して示
された。図 1 は，個人レベルと同時に集団レベルでの差別・優遇認識を尋ねた研究 2 の結果であ
る。こうした結果は，海外で行われた従来の研究（e.g., Bahamondes et al., 2019）とは異なるもの
であり，この分野に新しい知見をもたらすものと考えられる。 
また，研究 4は，成人女性を対象に，職場における好意的性差別主義的な（e.g., Glick & Fiske,1996）

処遇を提示し，それをどのように認識するかを検討した。その結果，予測通り，GSJ と優遇・差
別認識は相関しており，GSJ が強いほど職場での好意的性差別主義的な処遇を「私は優遇されて
いる」と認識する一方で，差別であるという認識を持ちにくくなることが示された。この結果は，
GSJ が自分の周囲を認識する際のレンズとして働くことを意味するものである。さらに，この結
果は，GSJ が女性のキャリア形成に大きな影響を及ぼしていることを示唆する。つまり，職場で
「この仕事は責任が重いから」と女性に組織の重要な職務が回ってこなければ，昇進に必要な知
識やスキルを身につける機会が奪われてしまうであろう。しかし，GSJ によって，女性は重要な
仕事が回ってこなくても，自分が優遇されていると認識してしまう。女性のキャリア行動はジェ
ンダー格差を生む大きな要因の一つである。ジェンダー格差維持をさらに検討するためには， 
GSJ と女性のキャリア形成との関連について今後さらに検討する必要がある。 
これらの研究の成果は，Society for Personality and Social Psychology Annual Convention（2022 年），

日本発達心理学会第 33 回大会（2022 年），日本心理学会第 86 回大会（2022 年）で発表した。 
 
(2)ジェンダー格差維持に関与する心理学的要因に関する検討 
①職場におけるトークニズムに関する研究 
トークニズム（tokenism）とは，ある組織における女性の割合が小さくても（15%未満; Kanter, 

1977），少数の女性（トークン）が存在するだけで，女性に開かれ女性が活躍している組織のよ
うに見えることを指す。 Danaher & Branscombe（2010）は，架空の企業の女性割合目標が 10%
（vs. 2%, 50%）の時にもっとも両性に公平（fair）とみなされることを報告した。つまり，女性
が半数を占めるよりも，少数の方がジェンダー平等であるように認識されることを意味する。こ
のことから組織におけるトークンの存在がシステム正当化と同様に，ジェンダー格差を肯定す
る役割を果たしていることが推測できる。そこで，女性の割合目標を変え，成人男女にジェンダ
ー平等感を尋ねたところ，女性割合目標が 50%の時に，女性参加者は最も昇進可能性を高く評価
したが，女性割合目標が 10%や 30%の時に最も男女平等感が高かった。このことからジェンダ
ー格差が維持されるメカニズムの一つにトークニズムがあることが示された。例えば，女性割合
が少ないにも関わらず平等感を高められた女性がそうした組織を就職先に選択したり，昇進の
遅れや困難さを自身の意欲や能力のせいにしたりする可能性が考えられる。このようにトーク
ニズムが女性のキャリア選択にどのような影響を与えているのかについて，今後さらに検討す
る必要があると考えられる。また，なぜ少数の女性の存在によってジェンダー平等感が高められ
るのかというトークニズムの生起プロセスについても検討する必要がある。これらの研究成果
は，日本発達心理学会第 34 回大会（2023 年），The 15th Biennial Conference of the Asian Association 
of Social Psychology（2023 年），中国四国心理学会第 79 回大会（2023 年）で報告した。 

 
②学校におけるメリトクラシーの研究 
メリトクラシー（meritocracy）とは，出自とは関係なく個人の能力や努力などによる貢献や資

格に基づいて報酬を与える原理を意味する。Batruch et al.（2023）は，大学生の中で，学校教育
がメリトクラシーの原理で成り立っているという信念を強く持っている者ほど，学校や社会に
存在する不平等を認識しなくなるという結果を報告している。これは，個人の努力に応じて学校
の成績や進学先が決まるという信念を持っている者ほど，学校教育や社会におけるジェンダー
不平等を認識しにくくなっている可能性を示唆するものであろう。実際にも，生徒や学生がジェ
ンダー平等はすでに達成されていると思い込んでいるという言説は教育者からしばしば聞く。
そこで，学校におけるメリクラシーの信念がジェンダー不平等認識にどのようにかかわるかを
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図１ GSJの緩和効果のメカニズム



検討した。しかし，学生と一般成人を対象にした相関研究と実験的研究を合わせて 5 つ行った
が，一貫した結果は得られなかった。これは，学校におけるメリクラシーを信じていることとジ
ェンダー不平等の認識があまり関連しないことを意味しているのかもしれない。つまり，学校で
の成績や進学先は個人の努力に応じて決まっているという信念と，学校にも一般社会にもジェ
ンダー不平等は存在するという信念が独立している可能性がある。この点は今後の検討が必要
である。成果は中国四国心理学会第 79 回大会（2023 年）及び広島大学心理学研究第 23 号（2024
年）において発表し，2024 年に開催される日本心理学会第 88 回大会において発表する予定であ
る。 

 
③好意的性差別主義に関する検討 

Glick & Fiske（1996 など）は，性差別主義を敵意的な側面と好意的な側面に分けた（両面価値
的性差別主義）。敵意的性差別主義（HS）は女性への憎悪や嫌悪感のあからさまな表出であり，
好意的性差別主義（BS）は，女性を保護したり賛美したりするなど女性に対して好意的なもの
を指す。両者は相対するもののように見えるが，その根底には共通して女性に対するネガティブ
なステレオタイプが存在すると考えられている。また，HS は管理職を目指す女性など社会の中
で男性のものとされてきた分野に進出する女性に対する嫌悪として，BS は母親や妻役割などの
伝統的なジェンダー役割に従う女性に対する賛美として現れることが多いとされる。 
我々はこれまでにも働く女性に対する BS 尺度を新たに作成したり（森永他，2021），この尺

度を用いて女性の GSJ と人生満足度の関連を検討したり（森永他, 2019）してきた。また，先に
述べたように，本研究課題において，GSJ が強い女性は職場の中で BS に沿った処遇を，「自分
は優遇されている」と認識する傾向が見出された。重要な仕事を女性に回さないなど BS は，女
性のキャリア形成に大きな影響を与えることが考えられる。 
本研究において検討したのは，BS や HS と婚姻時の姓選択の関連である。現在の日本社会は

婚姻届の提出時に妻か夫のいずれかの姓を選ぶ必要がある。いずれかの姓を選べるという点で，
表面的にはジェンダー平等のように思えるが，実際のところ 95%のカップルが夫の姓を選んで
いる。このことから，姓選択はジェンダー格差を維持させる要因の一つと考えられる。婚姻後も
カップルが異なる姓を名乗ることが可能な米国で行われた研究では，姓選択と性差別主義が関
連していることが報告されている（Robnett & Leaper, 2013）。この研究を参考に，日本で同様の
検討を行った。結婚経験のない若い男女を対象にし，改姓に対する態度と BS や HS の関連を検
討した。その結果，男性は女性よりも改姓を嫌っていたが，その中でも BS が強い男性は改姓を
拒否し，HS が強い男性は改姓を受容する傾向が見られた。これは，BS が女性を伝統的な役割に
押し留めておこうとする態度であることと関連していると考えられる。BS は表面的には女性に
対して好意的であるために，ジェンダー格差の維持に大きな役割を果たしていると考えられる。
姓選択の検討から得られた成果は，日本教育心理学会第 63 回総会（2021 年）及び心理学研究第
94 巻（2023 年）において発表した（筆頭著者は福留広大）。 

 
④アンコンシャスバイアスについての検討 
ジェンダー格差はジェンダー差別を許容することと結びついている。差別を許容する態度に

関与するものとして，「アンコンシャスバイアス」が挙げられる。アンコンシャスバイアスは，
個人が意識できないレベルでの偏見や差別を意味している。近年盛んに取り上げられるように
なり，人々が本人も気づかないうちに差別意識を持っていることの自覚を促す役割を果たして
きた。しかしながら，差別や偏見の表出の原因を「アンコンシャスバイアス」に帰属することに
よって，差別を合理化してしまう危険性があることが示唆されている（Daumeyer et al., 2019）。
そこで，アンコンシャスバイアスへの言及がジェンダー差別的な言動をとる人々の責任に対す
る知覚にどのような影響を与えるかを検討した。検討の結果，性別による差別を無自覚なものに
帰属した場合には行為者の責任を軽く見なす傾向が見出され，ジェンダー差別的な言動をアン
コンシャスバイアスに帰属することの問題が確認できた。この成果は広島大学心理学研究第 22
号（2023 年）において発表した。また，法と心理学会第 23 回大会（2022 年）及び法と心理第 23
巻（2023 年）では，アンコンシャスバイアスを行動として捉えるべきであるという主張（Schmader 
et al., 2022）を紹介した。また，ジェンダー事典（2024 年）においてもアンコンシャスバイアス
に関する執筆を担当した。 
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